
 

事業概要およびこれまでの経緯 

 

 

１．事業概要 

(１)事 業 名  （仮称）米原風力発電事業 

(２)事 業 者  ジャパン・リニューアブル・エナジー株式会社 

                   代表取締役 中川隆久 

(３)事業内容  風力発電所（陸上）の設置 

(４)事業規模  最大 23,800 kW 

(５)事業実施想定区域  滋賀県米原市並びに岐阜県不破郡関ヶ原町 

 

 

２．手続きの経緯等 

 

(１)これまでの手続き 

・配 慮 書 の 提 出  平成 29 年 11 月 10 日 

・配 慮 書 の 公 告 ・ 縦 覧  平成 29 年 11 月 14 日～12 月 15 日 

・住 民 意 見 の 受 付  平成 29 年 11 月 14 日～12 月 15 日 

・第 １ 回 審 査 会  平成 29 年 12 月４日 

・第 ２ 回 審 査 会  平成 30 年１月 11 日（本日） 

 

（２）縦覧について 

 ・滋賀県庁 4 階琵琶湖環境部環境政策課（大津市京町 4-1-1） 

 ・滋賀県湖北合同庁舎 3 階湖北環境事務所（長浜市平方町 1152-2） 

 ・米原市役所伊吹庁舎 1 階経済環境部環境保全課（米原市春照 490-1） 

 ・米原市役所山東庁舎 1 階山東自治振興課（米原市長岡 1206） 

 ・多賀町役場 1 階産業環境課（犬上郡多賀町多賀 324） 

 ・岐阜県庁 6 階環境生活部環境管理課（岐阜市薮田南 2-1-1） 

 ・関ケ原町役場 2 階水道環境課（不破郡関ケ原町大字関ケ原 894-58） 

 ・大垣市役所 2 階生活環境部環境衛生課（大垣市丸の内 2 丁目 29） 

 ・大垣市上石津地域事務所市民福祉課（大垣市上石津町上原 1380） 

 ・事業者のウェブサイト http://www.jre.co.jp/ 

資料１ 
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公告・縦覧 (1ヶ月)

事業の実施

方法書の作成

公告・縦覧 (1ヶ月)

住民意見の
とりまとめ

住民意見の提出

説明会の開催

滋賀県 経済産業省 事業者 住民

配慮書の作成

公告・縦覧 (30日程度)

住民意見の提出

方法書の審査
知事意見、住民意見等

を踏まえ審査

知事

関係市町長

配慮書への意見
（環境審査顧問会助言）

知事

関係市町長

環境影響評価に

係る

・調査

・予測

・評価 の実施

準備書の作成知事

関係市町長

準備書の審査
知事意見、住民意見等

を踏まえ審査

（環境審査顧問会助言）
公告・縦覧 (1ヶ月)

説明会の開催

住民意見の提出

住民意見の

とりまとめ

評価書の作成

評価書の審査

知事

関係市町長

評価書の確定

住民への周知

滋賀県環境

影響評価

審査会

公聴会

の開催

環境省

環境省

環境省

意見照会

意見照会

意見照会

環境影響評価法に基づく発電所に係る環境影響評価の手続フロー図

評価書の送付

確定通知（変更命令）

意
見
聴
取

意
見
聴
取

意
見
聴
取

方法書の届出

意見の概要

意
見
聴
取

配慮書の届出

配慮書の送付

意見

知事意見 （配慮書提出後60日程度）

配

慮

書

方法書の送付

知事
意見

（意見概要届出
後90日以内）

勧告（知事意見添付）

方

法

書

現

地

調

査

準備書の送付

知事

意見
（120日
以内）

意見の概要

勧告（知事意見添付）

評価書の届出

準

備

書

評

価

書

意見照会

意見
照会

送付

審
査
期
間

1
8
0
日
以
内

審
査
期
間

9
0
日
程
度

審
査
期
間

2
7
0
日
以
内

審
査
期
間

3
0
日
以
内
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番
号

項
目

1
2
/
4
審

査
会

意
見

1
2
/
4
事

業
者

回
答

事
業

者
の

見
解

1
土

地
の

改
変

風
車

1
基

あ
た

り
、

ど
れ

く
ら

い
の

樹
木

を
伐

採
す

る
必

要
が

あ
る

か
。

風
車

の
基

礎
部

分
は

、
ア

ン
カ

ー
を

打
つ

等
を

想
定

し
て

お

り
、

面
積

は
約

5
0
0
m

2
を

予
定

し
て

お
り

ま
す

。
風

車
の

旋
回

部
分

（
上

空
）
は

、
約

2
,0

0
0
m

2
の

占
有

と
な

り
ま

す
。

2
土

地
の

改
変

中
九

州
の

発
電

所
の

写
真

で
、

土
が

表
れ

て
い

る
部

分
が

あ
る

が
、

こ
れ

は
風

力
発

電
所

の
設

置
と

関
係

あ
る

か
。

土
が

表
れ

て
い

る
部

分
は

風
力

発
電

事
業

と
は

関
係

あ
り

ま
せ

ん
。

風
車

の
根

元
の

白
く
映

っ
て

い
る

部
分

が
、

造
成

を
行

っ
た

基
礎

部
分

で
す

。

3
土

地
の

改
変

改
変

す
る

の
は

、
風

車
の

基
礎

部
分

、
工

事
作

業
場

所
、

風
車

を
運

ぶ
工

事
用

道
路

だ
け

か
。

お
っ

し
ゃ

る
と

お
り

で
す

。

4
土

地
の

改
変

国
道

2
1
号

線
や

林
道

等
の

既
存

道
路

を
利

用
す

る
と

い
う

こ
と

だ
が

、
林

道
の

拡
張

は
行

わ
な

い
で

そ
の

ま
ま

利
用

す
る

と
い

う
こ

と
か

。

可
能

な
限

り
既

存
の

林
道

を
活

用
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

が
、

大
型

資
材

の
搬

入
に

よ
り

、
一

部
を

改
変

す
る

場
合

も
ご

ざ
い

ま
す

。

5
土

地
の

改
変

／
風

車
の

配
置

既
存

道
路

は
事

業
実

施
想

定
区

域
の

北
側

に
し

か
な

い
。

南
側

の
配

置
（
土

地
の

改
変

）
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

て
い

る
か

。

可
能

な
限

り
既

存
の

林
道

を
活

用
し

、
こ

の
林

道
か

ら
尾

根
部

分
に

道
路

の
新

設
を

検
討

し
て

お
り

ま
す

が
、

な
る

べ
く

南
側

の
改

変
を

抑
え

ら
れ

る
よ

う
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。
具

体
的

な
設

置
場

所
に

つ
い

て
は

、
環

境
や

住
居

に
配

慮
し

て
計

画
し

て
ま

い
り

ま
す

。

6
風

車
の

設
置

風
車

の
設

置
は

5
0
0
m

間
隔

と
い

う
理

解
で

よ
か

っ
た

か
。

ブ
レ

ー
ド

の
直

径
の

3
倍

の
間

隔
、

1
0
0
m

の
風

車
の

場
合

に
は

、
少

な
く
と

も
3
0
0
m

程
度

の
間

隔
を

保
ち

な
が

ら
の

配
置

に
な

り
ま

す
。

7
風

車
の

設
置

3
0
0
m

間
隔

で
あ

れ
ば

、
7
基

設
置

し
た

と
し

て
、

多
め

に
見

積
も

っ
て

も
3
km

の
範

囲
で

足
り

る
。

南
側

に
風

車
を

設
置

す
る

場
合

、
新

た
に

林
道

等
を

つ
く
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

、
な

る
べ

く
北

側
に

つ
く
る

と
い

う
こ

と
か

。

可
能

な
限

り
既

存
の

林
道

を
活

用
し

、
新

た
な

道
路

の
設

置
は

し
な

い
よ

う
な

計
画

を
検

討
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
土

地
の

所
有

者
や

一
部

の
保

安
林

等
を

含
め

て
、

配
置

計
画

を
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。

8
生

態
系

な
る

べ
く
南

側
に

は
つ

く
ら

な
い

よ
う

配
慮

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
事

業
実

施
想

定
区

域
の

一
部

は
保

安
林

で
あ

り
、

水
源

涵
養

林
で

も
あ

る
。

下
流

に
は

絶
滅

危
惧

種
も

生
息

し
て

い
る

。
こ

う
い

っ
た

場
所

を
改

変
す

れ
ば

、
水

質
だ

け
で

な
く
生

態
系

へ
の

影
響

も
懸

念
さ

れ
る

。
水

の
き

れ
い

な
地

域
で

も
あ

り
、

そ
の

あ
た

り
に

十
分

配
慮

し
、

動
植

物
へ

の
影

響
を

最
小

限
に

抑
え

る
計

画
と

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

今
後

の
事

業
計

画
及

び
改

変
の

範
囲

の
検

討
に

あ
た

っ
て

は
、

保
安

林
等

に
つ

い
て

可
能

な
限

り
改

変
の

回
避

、
低

減
を

図
り

、
水

源
涵

養
林

と
し

て
の

機
能

や
重

要
な

動
植

物
種

へ
の

影
響

を
極

力
低

減
す

る
よ

う
配

慮
い

た
し

ま
す

。

（
仮

称
）
米

原
風

力
発

電
事

業
計

画
段

階
環

境
配

慮
書

　
滋

賀
県

審
査

会
（
第

1
回

：
1
2
/
4
）
意

見
に

対
す

る
事

業
者

の
見

解
一

覧

資
料
２
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番
号

項
目

1
2
/
4
審

査
会

意
見

1
2
/
4
事

業
者

回
答

事
業

者
の

見
解

9
水

環
境

配
慮

書
で

は
、

水
環

境
の

項
目

が
選

定
さ

れ
て

い
な

い
。

確
か

に
事

業
実

施
想

定
区

域
に

は
河

川
は

な
い

が
、

水
源

涵
養

林
に

手
を

加
え

る
の

で
あ

れ
ば

や
は

り
配

慮
が

必
要

で
あ

る
。

配
慮

書
段

階
に

つ
き

ま
し

て
は

、
「
風

力
発

電
所

の
環

境
影

響
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

と
参

考
事

例
 」

（
環

境
省

総
合

環
境

政
策

局
）
を

参
考

に
、

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

に
係

る
項

目
を

計
画

段
階

配
慮

事
項

と
し

て
選

定
し

て
お

り
ま

す
。

今
後

、
方

法
書

以
降

、
工

事
中

の
影

響
要

因
も

対
象

と
し

、
河

川
や

沢
筋

等
を

含
む

水
環

境
へ

の
影

響
に

つ
い

て
も

、
環

境
影

響
評

価
項

目
と

し
て

選
定

し
て

ま
い

り
ま

す
。

1
0

景
観

配
慮

書
1
2
2
ペ

ー
ジ

に
米

原
市

景
観

条
例

の
景

観
重

要
区

域
に

は
指

定
さ

れ
て

い
な

い
と

あ
る

が
、

そ
れ

以
外

で
も

遠
く
か

ら
見

え
る

こ
と

が
あ

る
。

そ
の

あ
た

り
は

確
認

さ
れ

て
い

る
か

。

景
観

重
要

区
域

に
指

定
さ

れ
る

場
か

ら
の

眺
望

に
つ

い
て

は
、

一
部

の
地

域
で

風
力

発
電

機
が

視
認

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

今
後

遠
方

か
ら

の
眺

望
景

観
に

つ
い

て
も

、
確

認
を

行
う

予
定

で
す

。

1
1

景
観

米
原

市
は

全
域

が
一

般
区

域
と

な
っ

て
い

る
。

市
の

景
観

計
画

で
は

、
一

般
区

域
に

関
し

て
「
湖

岸
や

里
か

ら
の

山
並

み
へ

の
眺

望
へ

の
配

慮
が

必
要

で
あ

る
」
と

記
載

さ
れ

て
お

り
、

広
範

に
わ

た
っ

て
山

が
ど

う
見

え
て

い
る

の
か

を
き

ち
ん

と
評

価
す

る
必

要
が

あ
る

。

方
法

書
段

階
に

お
き

ま
し

て
は

、
市

の
景

観
条

例
も

考
慮

し
な

が
ら

、
不

特
定

か
つ

多
数

の
者

が
利

用
し

て
い

る
眺

望
点

及
び

地
域

住
民

が
日

常
生

活
上

慣
れ

親
し

ん
で

い
る

眺
望

点
等

を
考

慮
し

て
、

調
査

地
点

と
し

て
選

定
す

る
考

え
で

す
。

1
2

景
観

主
な

眺
望

点
は

垂
直

見
込

角
が

1
°

の
内

側
に

限
ら

れ
て

い
る

が
、

外
側

に
つ

い
て

の
配

慮
等

は
し

な
い

の
か

。
配

慮
書

時
点

で
の

予
測

に
つ

い
て

は
、

「
十

分
見

え
る

が
、

景
観

的
に

は
ほ

と
ん

ど
気

に
な

ら
な

い
」
と

さ
れ

て
い

る
、

垂
直

見
込

角
が

1
°

以
上

と
な

る
範

囲
を

対
象

と
し

て
お

り
ま

す
。

垂
直

見
込

角
が

1
°

と
な

る
範

囲
の

外
側

で
も

、
重

要
な

眺
望

点
等

が
存

在
す

る
場

合
に

は
、

ご
助

言
等

を
い

た
だ

き
な

が
ら

、
方

法
書

段
階

で
選

定
の

上
、

準
備

書
で

予
測

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

1
3

景
観

山
の

眺
望

へ
の

考
え

方
は

二
点

あ
る

。
①

暮
ら

し
の

景
観

（
里

山
）

②
登

山
ル

ー
ト

か
ら

の
見

え
方

　
→

登
山

者
の

方
々

は
、

3
6
0
°

パ
ノ

ラ
マ

の
自

然
風

景
を

楽
し

み
に

来
ら

れ
る

。
そ

こ
に

人
工

物
が

で
き

る
こ

と
は

登
山

者
の

嗜
好

と
合

わ
な

い
こ

と
が

あ
る

の
で

、
霊

仙
山

山
頂

だ
け

で
な

く
、

登
山

ル
ー

ト
か

ら
の

見
え

方
も

考
え

て
い

た
だ

き
た

い
。

配
慮

書
1
9
0
ペ

ー
ジ

で
示

し
た

図
の

ピ
ン

ク
色

の
部

分
か

ら
視

認
で

き
る

と
予

測
し

て
お

り
ま

す
。

登
山

ル
ー

ト
か

ら
実

際
に

見
え

る
か

に
つ

い
て

は
、

方
法

書
段

階
で

確
認

の
上

、
調

査
地

点
と

し
て

選
定

し
て

ま
い

り
ま

す
。

1
4

人
と

自
然

と
の

触
れ

合
い

活
動

の
場

霊
仙

山
の

登
山

ル
ー

ト
に

は
、

南
側

だ
け

で
な

く
北

側
（
柏

原
方

面
）
か

ら
の

ル
ー

ト
も

あ
る

。
そ

ち
ら

へ
の

影
響

は
。

配
慮

書
段

階
で

は
、

観
光

マ
ッ

プ
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
の

既
存

資
料

か
ら

得
ら

れ
た

情
報

を
整

理
し

て
お

り
ま

す
。

こ
の

ほ
か

に
、

ど
の

よ
う

な
ル

ー
ト

が
あ

る
か

等
に

つ
い

て
、

関
係

市
町

に
確

認
し

、
方

法
書

段
階

で
お

示
し

い
た

し
ま

す
。

1
5

景
観

景
観

で
は

、
細

か
な

設
置

位
置

や
基

数
な

ど
が

効
い

て
く

る
。

稜
線

と
の

重
な

り
方

や
、

風
車

の
ど

の
部

分
が

見
え

る
の

か
に

つ
い

て
、

審
査

会
や

一
般

の
方

に
分

か
る

よ
う

な
か

た
ち

で
示

し
て

ほ
し

い
。

ご
指

摘
を

踏
ま

え
、

準
備

書
段

階
に

お
い

て
眺

望
景

観
に

対
す

る
調

査
、

予
測

及
び

評
価

の
結

果
を

一
般

の
方

々
及

び
審

査
会

の
場

で
説

明
い

た
し

ま
す

。
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番
号

項
目

1
2
/
4
審

査
会

意
見

1
2
/
4
事

業
者

回
答

事
業

者
の

見
解

1
6

景
観

方
法

書
、

準
備

書
で

は
、

垂
直

見
込

角
以

外
の

評
価

も
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
か

。
風

車
の

垂
直

見
込

角
に

対
す

る
評

価
の

指
標

は
な

い
た

め
、

フ
ォ

ト
モ

ン
タ

ー
ジ

ュ
を

使
っ

て
見

え
方

と
し

て
の

評
価

を
考

え
て

お
り

ま
す

。

1
7

景
観

林
道

等
を

新
設

す
る

場
合

に
、

森
林

が
伐

採
さ

れ
る

こ
と

に
よ

る
景

観
へ

の
影

響
を

評
価

す
る

こ
と

に
な

る
か

。
林

道
に

つ
い

て
も

対
象

と
い

た
し

ま
す

。

1
8

廃
棄

物

相
当

の
森

林
伐

採
が

あ
る

の
で

、
草

木
、

土
壌

、
建

設
残

土
が

発
生

す
る

と
思

わ
れ

る
。

工
事

期
間

中
の

廃
棄

物
は

、
配

慮
書

9
1
ペ

ー
ジ

に
示

さ
れ

た
施

設
で

す
べ

て
処

理
で

き
る

の
か

。

土
量

の
調

査
等

は
こ

れ
か

ら
で

あ
り

、
ど

れ
く
ら

い
の

土
が

排
出

さ
れ

る
か

試
算

で
き

て
お

り
ま

せ
ん

。
今

後
、

方
法

書
以

降
の

段
階

で
お

示
し

し
ま

す
。

1
9

廃
棄

物

風
車

の
耐

用
年

数
は

ど
れ

く
ら

い
か

。
年

数
が

経
過

す
る

と
、

更
新

す
る

こ
と

に
な

る
の

か
。

運
転

期
間

及
び

耐
用

年
数

は
2
0
年

間
を

予
定

し
て

お
り

、
2
0
年

間
は

耐
用

で
き

る
機

種
を

選
定

す
る

予
定

で
す

。
そ

の
後

の
更

新
に

つ
き

ま
し

て
は

、
更

地
に

し
て

現
状

復
旧

と
い

う
こ

と
も

検
討

し
て

お
り

ま
す

が
、

リ
プ

レ
ー

ス
（
建

て
替

え
）
と

い
う

可
能

性
も

あ
り

、
そ

の
時

の
社

会
情

勢
等

に
合

わ
せ

検
討

し
て

い
く
考

え
で

す
。

2
0

廃
棄

物
さ

ら
地

に
す

る
と

い
う

こ
と

は
、

風
車

自
体

も
廃

棄
物

と
し

て
処

理
し

な
い

と
い

け
な

い
。

適
切

な
処

理
を

お
願

い
す

る
。

法
令

等
を

遵
守

し
、

適
切

に
対

応
し

て
ま

い
り

ま
す

。

2
1

鳥
類

こ
の

地
域

は
、

鳥
の

渡
り

の
ル

ー
ト

と
し

て
非

常
に

重
要

で
あ

る
。

工
事

開
始

が
平

成
3
2
年

度
前

半
と

い
う

こ
と

だ
が

、
現

地
調

査
の

期
間

は
ど

れ
く
ら

い
あ

る
の

か
。

工
事

開
始

時
期

は
、

現
時

点
で

の
予

定
で

あ
り

、
今

後
の

現
地

調
査

の
状

況
に

応
じ

て
決

定
し

て
い

く
考

え
で

す
。

2
2

鳥
類

調
査

期
間

を
一

年
と

し
て

い
て

も
、

そ
の

一
年

の
取

り
方

に
よ

っ
て

は
、

本
当

の
状

態
が

分
か

ら
な

い
こ

と
も

あ
る

。
現

地
調

査
に

加
え

て
、

バ
ー

ド
ス

ト
ラ

イ
ク

の
事

例
を

調
査

し
て

、
ど

う
い

う
風

車
が

適
切

か
を

考
え

て
ほ

し
い

。

詳
細

な
現

地
調

査
を

実
施

し
た

上
で

、
風

車
の

機
種

の
選

定
、

事
業

計
画

の
見

直
し

等
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

2
3

鳥
類

配
慮

書
6
ペ

ー
ジ

の
事

業
実

施
想

定
区

域
の

設
定

に
お

い
て

、
イ

ヌ
ワ

シ
、

ク
マ

タ
カ

の
生

息
が

確
認

さ
れ

て
い

る
南

側
の

鈴
鹿

山
脈

に
近

い
範

囲
を

極
力

除
外

す
る

と
書

か
れ

て
い

る
が

、
そ

れ
以

外
の

情
報

は
収

集
さ

れ
て

い
な

い
の

か
。

配
慮

書
4
8
ペ

ー
ジ

で
記

載
し

て
い

る
一

般
的

に
入

手
可

能
な

文
献

か
ら

イ
ヌ

ワ
シ

等
の

希
少

猛
禽

類
等

に
つ

い
て

把
握

し
て

い
る

状
況

で
、

具
体

的
な

営
巣

地
等

の
情

報
は

把
握

で
き

て
お

り
ま

せ
ん

。

2
4

鳥
類

配
慮

書
4
9
～

5
1
ペ

ー
ジ

に
示

さ
れ

て
い

る
イ

ヌ
ワ

シ
や

ク
マ

タ
カ

の
分

布
想

定
図

を
見

る
と

、
南

側
だ

け
を

除
外

す
る

と
い

う
理

由
が

よ
く
分

か
ら

な
い

。

イ
ヌ

ワ
シ

が
南

側
の

霊
仙

山
付

近
に

生
息

す
る

可
能

性
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
こ

と
で

、
現

時
点

で
は

、
極

力
南

側
を

除
外

す
る

こ
と

を
考

え
て

お
り

ま
す

。

2
5

鳥
類

今
回

の
事

業
の

近
接

地
で

、
別

の
風

力
発

電
事

業
の

ア
セ

ス
が

実
施

さ
れ

て
い

る
の

は
ご

存
じ

か
。

そ
ち

ら
で

、
既

に
猛

禽
類

の
調

査
を

か
な

り
さ

れ
て

い
る

。
も

し
入

手
で

き
る

の
で

あ
れ

ば
、

そ
の

既
存

資
料

を
参

考
に

さ
れ

る
べ

き
。

他
の

風
力

発
電

事
業

の
存

在
は

認
識

し
て

お
り

ま
す

が
、

事
業

の
進

捗
や

、
こ

れ
ま

で
の

調
査

結
果

等
は

確
認

で
き

て
お

り
ま

せ
ん

。
今

後
、

可
能

な
範

囲
で

、
調

査
結

果
の

入
手

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

2
6

鳥
類

調
査

に
あ

た
っ

て
、

専
門

家
に

相
談

さ
れ

る
予

定
か

。
ご

協
力

い
た

だ
け

る
方

に
は

、
で

き
る

限
り

お
願

い
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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番
号

項
目

1
2
/
4
審

査
会

意
見

1
2
/
4
事

業
者

回
答

事
業

者
の

見
解

2
7

鳥
類

今
回

予
定

さ
れ

て
い

る
場

所
は

、
猛

禽
類

（
特

に
ク

マ
タ

カ
）

の
調

査
が

非
常

に
難

し
い

地
域

で
あ

る
。

確
実

に
ペ

ア
が

生
息

し
て

い
る

し
、

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
い

く
か

、
か

な
い

り
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
専

門
家

と
い

っ
て

も
定

義
が

あ
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
誰

に
調

査
を

お
願

い
す

る
か

、
ど

う
い

う
レ

ベ
ル

の
調

査
を

さ
れ

る
か

が
、

非
常

に
重

要
と

な
る

。

ご
指

摘
の

と
お

り
、

今
後

の
調

査
手

法
等

に
つ

き
ま

し
て

は
、

専
門

家
等

の
ご

助
言

を
い

た
だ

き
な

が
ら

、
慎

重
に

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

2
8

鳥
類

配
慮

書
1
9
6
ペ

ー
ジ

か
ら

の
総

合
評

価
の

と
こ

ろ
で

、
風

車
の

配
置

や
基

数
等

を
検

討
す

る
こ

と
に

よ
り

、
重

大
な

影
響

は
回

避
又

は
低

減
さ

れ
る

も
の

と
評

価
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
は

回
避

で
き

る
と

考
え

て
お

ら
れ

る
の

か
、

そ
れ

と
も

低
減

だ
け

な
の

か
。

国
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
で

「
回

避
又

は
低

減
」
と

一
つ

の
単

語
の

よ
う

に
使

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

多
く
、

項
目

に
よ

っ
て

は
、

低
減

に
近

い
意

味
合

い
に

な
ら

ざ
る

を
得

な
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

2
9

鳥
類

事
業

者
と

し
て

、
一

部
に

つ
い

て
は

回
避

が
難

し
い

と
（
現

時
点

で
は

）
評

価
し

て
い

る
と

い
う

理
解

で
よ

い
か

。
現

地
調

査
の

結
果

次
第

で
は

あ
り

ま
す

が
、

お
お

む
ね

そ
の

と
お

り
で

す
。

3
0

鳥
類

回
避

で
き

な
く
て

も
低

減
で

き
る

と
い

う
が

、
鳥

の
渡

り
ル

ー
ト

を
見

る
と

、
ど

の
場

所
も

影
響

は
避

け
ら

れ
な

い
よ

う
に

思
う

。
ど

う
す

れ
ば

低
減

で
き

る
の

か
。

イ
ヌ

ワ
シ

・
ク

マ
タ

カ
保

護
指

針
に

お
き

ま
し

て
は

、
生

息
環

境
保

全
ゾ

ー
ン

の
中

は
開

発
行

為
が

で
き

な
い

と
い

う
こ

と
で

は
な

く
、

詳
細

な
現

地
調

査
を

行
っ

た
う

え
で

、
適

切
な

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

こ
と

に
よ

り
、

開
発

行
為

が
可

能
で

あ
る

と
判

断
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
鳥

の
渡

り
に

つ
い

て
は

、
現

地
調

査
に

よ
り

詳
細

な
利

用
状

況
等

を
把

握
し

た
上

で
、

判
断

し
て

い
く
考

え
で

す
。

3
1

鳥
類

渡
り

を
含

め
た

猛
禽

類
の

調
査

期
間

に
つ

い
て

、
現

時
点

で
の

考
え

方
を

教
え

て
ほ

し
い

。
今

後
、

専
門

家
等

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

踏
ま

え
て

検
討

い
た

し
ま

す
が

、
少

な
く
と

も
2
繁

殖
期

を
含

む
期

間
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

3
2

そ
の

他

環
境

省
の

資
料

も
、

他
の

資
料

も
古

い
も

の
が

多
い

。
実

際
に

調
査

さ
れ

る
際

も
、

既
存

資
料

で
新

し
い

も
の

が
あ

れ
ば

そ
れ

を
使

わ
れ

る
ほ

う
が

よ
い

。

可
能

な
限

り
、

最
新

の
資

料
を

記
載

す
る

よ
う

努
め

ま
す

。

3
3

そ
の

他

積
雪

の
多

い
地

域
だ

が
、

雪
の

影
響

は
受

け
な

い
の

か
。

発
電

量
に

も
影

響
は

な
い

の
か

。
積

雪
に

よ
り

運
転

が
ス

ト
ッ

プ
す

る
こ

と
よ

り
は

、
作

業
員

が
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

為
に

現
地

に
入

れ
な

い
等

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
関

し
て

は
、

夏
期

に
徹

底
し

て
行

い
、

ト
ラ

ブ
ル

等
に

つ
い

て
は

、
2
4
時

間
監

視
で

き
る

体
制

と
し

、
随

時
対

応
す

る
考

え
で

す
。

風
車

の
ブ

レ
ー

ド
に

雪
が

積
も

っ
た

場
合

は
、

風
車

が
回

る
こ

と
で

雪
が

飛
び

散
る

等
の

問
題

が
生

じ
ま

す
が

、
本

事
業

に
お

い
て

は
、

そ
れ

程
近

く
に

住
居

は
存

在
し

な
い

た
め

、
そ

の
よ

う
な

問
題

は
な

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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番
号

項
目

審
査

会
後

の
追

加
意

見
事

業
者

の
見

解

3
4

騒
音

・
振

動
風

車
騒

音
と

し
て

、
ど

の
よ

う
な

種
類

の
騒

音
が

想
定

さ
れ

る
か

。
（
主

に
風

切
り

音
と

機
械

音
と

思
わ

れ
る

が
。

）
-

左
記

の
と

お
り

、
風

切
り

音
（
ス

ウ
ィ

ッ
シ

ュ
音

）
や

機
械

音
が

想
定

さ
れ

ま
す

。

3
5

騒
音

・
振

動

風
車

の
配

置
が

分
か

ら
な

い
と

、
騒

音
に

関
し

て
コ

メ
ン

ト
で

き
な

い
。

方
法

書
で

配
置

（
少

な
く
と

も
集

落
か

ら
最

短
の

位
置

）
を

示
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

設
置

す
る

７
基

の
機

種
は

同
じ

に
な

る
か

。
-

方
法

書
段

階
に

お
い

て
可

能
な

限
り

、
配

置
レ

イ
ア

ウ
ト

を
お

示
し

出
来

る
よ

う
努

め
て

参
り

ま
す

。
ま

た
、

設
置

風
車

は
全

て
同

機
種

を
採

用
す

る
予

定
で

す
。

3
6

騒
音

・
振

動

メ
ー

カ
ー

が
示

す
風

車
騒

音
の

実
測

デ
ー

タ
（
想

定
し

て
い

る
メ

ー
カ

ー
、

想
定

し
て

い
る

大
き

さ
の

も
の

で
、

複
数

あ
っ

て
も

よ
い

）
を

参
考

資
料

と
し

て
提

示
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、
す

で
に

稼
働

し
て

い
る

発
電

所
で

の
騒

音
測

定
結

果
も

示
し

て
ほ

し
い

。

-

方
法

書
段

階
に

お
い

て
可

能
な

限
り

、
メ

ー
カ

ー
か

ら
提

供
さ

れ
る

デ
ー

タ
を

お
示

し
出

来
る

よ
う

努
め

て
参

り
ま

す
。

ま
た

、
稼

働
発

電
所

で
の

騒
音

測
定

結
果

に
つ

い
て

も
、

今
後

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

3
7

動
物

（
鳥

類
）

重
大

な
影

響
は

回
避

さ
れ

れ
ば

解
決

す
る

が
、

低
減

は
定

量
的

に
評

価
し

な
い

と
重

大
な

影
響

は
残

っ
た

ま
ま

と
な

る
。

重
大

な
影

響
が

出
る

と
評

価
し

て
い

る
以

上
、

現
段

階
に

お
い

て
も

環
境

配
慮

の
見

通
し

を
整

理
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

-

配
慮

書
段

階
で

は
、

既
存

資
料

及
び

専
門

家
等

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

結
果

か
ら

重
大

な
影

響
の

可
能

性
が

あ
る

も
の

と
評

価
し

、
今

後
の

環
境

配
慮

の
方

向
性

と
し

て
整

理
し

て
お

り
ま

す
。

具
体

的
な

環
境

配
慮

の
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

準
備

書
段

階
で

実
施

す
る

現
地

調
査

の
結

果
に

応
じ

て
検

討
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。

3
8

動
物

　
一

般
的

に
風

力
発

電
で

は
バ

ー
ド

ス
ト

ラ
イ

ク
が

頻
繁

に
取

り
上

げ
ら

れ
る

が
、

バ
ッ

ト
ス

ト
ラ

イ
ク

に
つ

い
て

も
情

報
を

集
め

る
よ

う
お

願
い

し
た

い
。

左
記

の
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
可

能
な

限
り

情
報

の
収

集
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。

3
9

文
化

財

事
業

実
施

想
定

区
域

に
、

埋
蔵

文
化

財
（
八

講
師

城
遺

跡
）

が
存

在
す

る
。

文
化

財
保

護
法

で
は

、
発

掘
調

査
を

し
て

記
録

・
保

存
す

れ
ば

開
発

は
可

能
と

さ
れ

て
い

る
が

、
ど

う
し

て
も

回
避

で
き

な
い

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
当

該
箇

所
の

改
変

は
避

け
て

い
た

だ
き

た
い

。

-

今
後

、
左

記
の

事
項

を
含

め
事

業
計

画
及

び
改

変
範

囲
に

つ
い

て
検

討
し

、
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
が

位
置

す
る

範
囲

へ
の

改
変

が
あ

る
場

合
に

は
、

米
原

市
と

の
協

議
を

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

4
0

文
化

財

毎
年

1
1
月

2
3
日

に
「
琵

琶
湖

一
周

の
ろ

し
駅

伝
」
が

開
催

さ
れ

る
。

煙
が

風
車

に
影

響
す

る
こ

と
が

あ
れ

ば
、

そ
れ

を
加

味
し

て
設

置
場

所
を

検
討

さ
れ

た
い

。
-

今
後

、
左

記
の

状
況

に
応

じ
て

、
検

討
い

た
し

ま
す

。

4
1

伝
承

文
化

中
山

道
の

周
辺

に
該

当
す

る
た

め
、

か
つ

て
山

越
え

す
る

人
が

多
か

っ
た

地
域

と
考

え
ら

れ
る

。
地

元
自

治
体

史
を

編
さ

ん
し

た
方

へ
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
し

て
、

保
護

す
べ

き
重

要
な

文
化

が
存

在
し

な
い

か
確

認
す

る
こ

と
。

-

地
元

で
あ

る
柏

原
区

様
と

も
協

議
の

上
、

指
導

を
仰

い
で

ま
い

り
ま

す
。

4
2

伝
承

文
化

事
業

実
施

想
定

区
域

が
里

山
と

し
て

機
能

し
て

い
な

い
か

、
住

民
に

と
っ

て
大

切
な

場
所

に
な

っ
て

い
な

い
か

を
調

査
す

る
こ

と
。

-

地
元

で
あ

る
柏

原
区

様
と

も
協

議
の

上
、

指
導

を
仰

い
で

ま
い

り
ま

す
。

4
3

そ
の

他

風
車

は
風

が
あ

る
限

り
回

り
続

け
る

の
か

。
そ

れ
と

も
、

あ
る

程
度

の
風

速
が

な
い

と
止

ま
る

の
か

。
逆

に
、

風
が

強
す

ぎ
る

場
合

は
ど

う
か

。
止

ま
っ

て
い

る
と

き
に

積
雪

し
た

ら
ど

う
な

る
か

。
-

一
定

の
風

量
を

受
け

回
転

を
続

け
ま

す
が

、
風

量
が

少
な

い
場

合
は

発
電

が
出

来
ま

せ
ん

。
逆

に
強

す
ぎ

る
場

合
（
台

風
時

等
）
は

運
転

制
御

い
た

し
ま

す
。

風
車

停
止

時
の

着
雪

等
に

つ
い

て
は

特
段

影
響

は
あ

り
ま

せ
ん

。
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番
号

項
目

市
長

意
見

事
業

者
の

見
解

1
騒

音
等

　
事

業
実

施
想

定
区

域
か

ら
最

も
近

い
住

宅
等

は
約

0
.6

km
 の

距
離

に
あ

り
、

近
隣

に
は

複
数

の
住

宅
、

公
共

施
設

や
養

鶏
場

等
が

存
在

し
て

お
り

、
工

事
中

お
よ

び
供

用
時

に
お

い
て

騒
音

、
振

動
や

超
低

周
波

音
に

よ
る

生
活

環
境

へ
の

重
大

な
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
。

　
こ

の
た

め
、

風
力

発
電

設
備

等
の

配
置

の
検

討
に

当
た

っ
て

は
、

「
騒

音
に

係
る

環
境

基
準

の
評

価
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
（
平

成
2
7
 年

1
0
 月

環
境

省
）
お

よ
び

最
新

の
知

見
等

に
基

づ
き

、
住

居
等

へ
の

影
響

に
つ

い
て

適
切

に
調

査
、

予
測

お
よ

び
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

風
力

発
電

設
備

等
を

住
居

か
ら

隔
離

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
騒

音
、

振
動

や
超

低
周

波
音

に
よ

る
生

活
環

境
へ

の
影

響
を

回
避

ま
た

は
極

力
低

減
す

る
こ

と
。

工
事

中
お

よ
び

供
用

時
に

お
け

る
騒

音
、

振
動

や
超

低
周

波
音

に
よ

る
影

響
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

準
備

書
段

階
に

お
い

て
、

住
居

等
へ

の
影

響
を

適
切

に
調

査
、

予
測

及
び

評
価

い
た

し
ま

す
。

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

、
適

切
な

環
境

保
全

措
置

を
検

討
し

、
騒

音
、

振
動

や
超

低
周

波
音

に
よ

る
生

活
環

境
へ

の
影

響
を

回
避

又
は

低
減

す
る

よ
う

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。

2
風

車
の

影

　
事

業
実

施
想

定
区

域
か

ら
最

も
近

い
住

宅
等

は
約

0
.6

km
 の

距
離

に
あ

り
、

近
隣

に
は

複
数

の
住

宅
、

公
共

施
設

や
養

鶏
場

等
が

存
在

し
て

お
り

、
供

用
時

に
お

け
る

風
車

の
影

に
よ

る
生

活
環

境
へ

の
重

大
な

影
響

が
懸

念
さ

れ
る

。
　

こ
の

た
め

、
風

力
発

電
設

備
の

配
置

等
の

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
住

居
等

へ
の

影
響

に
つ

い
て

適
切

に
調

査
、

予
測

お
よ

び
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

風
力

発
電

設
備

を
住

居
等

か
ら

隔
離

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
風

車
の

影
に

よ
る

生
活

環
境

へ
の

影
響

を
回

避
ま

た
は

極
力

低
減

す
る

こ
と

。

供
用

時
に

お
け

る
風

車
の

影
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

準
備

書
段

階
に

お
い

て
住

居
等

へ
の

影
響

を
適

切
に

調
査

、
予

測
及

び
評

価
い

た
し

ま
す

。
そ

の
結

果
、

環
境

影
響

の
内

容
や

程
度

を
踏

ま
え

、
適

切
な

環
境

保
全

措
置

を
検

討
し

、
風

車
の

影
に

よ
る

生
活

環
境

へ
の

影
響

を
回

避
又

は
低

減
す

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

3
土

地
の

改
変

に
伴

う
自

然
環

境

　
事

業
実

施
想

定
区

域
お

よ
び

そ
の

経
路

と
し

て
通

過
が

想
定

さ
れ

る
集

落
周

辺
に

は
、

森
林

法
（
昭

和
2
6
 年

法
律

第
2
4
9
 号

）
に

基
づ

く
保

安
林

や
砂

防
法

（
明

治
3
0
年

法
律

第
2
9

号
）
に

基
づ

く
砂

防
指

定
地

お
よ

び
急

傾
斜

地
崩

壊
危

険
区

域
（
「
急

傾
斜

地
の

崩
壊

に
よ

る
災

害
の

防
止

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
4
4
 年

法
律

第
5
7
 号

）
」
）
が

存
在

し
て

お
り

、
土

地
の

改
変

に
慎

重
を

要
す

る
地

域
で

あ
る

。
　

こ
の

た
め

、
風

力
発

電
設

備
等

の
配

置
等

の
検

討
に

当
た

っ
て

は
、

専
門

家
等

か
ら

の
指

導
・
助

言
を

踏
ま

え
る

こ
と

。
　

ま
た

、
土

砂
や

濁
水

の
流

出
等

に
よ

る
動

植
物

の
生

息
・
生

育
等

の
自

然
環

境
へ

の
影

響
に

関
す

る
調

査
、

予
測

お
よ

び
評

価
を

行
う

こ
と

。
更

に
事

業
計

画
の

具
体

化
な

ら
び

に
調

査
、

予
測

お
よ

び
評

価
に

つ
い

て
は

、
そ

の
経

路
等

に
係

る
改

変
と

合
わ

せ
て

、
周

辺
住

民
に

十
分

な
理

解
を

得
る

こ
と

。
こ

れ
ら

の
結

果
を

踏
ま

え
、

土
砂

流
出

の
可

能
性

の
高

い
箇

所
の

改
変

を
回

避
す

る
と

と
も

に
、

土
地

の
改

変
量

を
最

小
限

に
抑

え
る

こ
と

等
に

よ
り

、
生

活
環

境
、

自
然

環
境

へ
の

影
響

を
回

避
ま

た
は

極
力

低
減

す
る

こ
と

。

当
該

地
域

は
保

安
林

、
砂

防
指

定
地

及
び

急
傾

斜
地

崩
壊

危
険

区
域

が
存

在
し

て
い

る
地

域
で

あ
る

こ
と

に
留

意
し

、
専

門
家

等
か

ら
指

導
・
助

言
を

い
た

だ
き

な
が

ら
、

本
事

業
に

よ
る

改
変

の
範

囲
や

風
力

発
電

設
備

等
の

配
置

等
を

検
討

い
た

し
ま

す
。

土
砂

や
濁

水
の

流
出

等
に

よ
る

動
植

物
等

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
、

準
備

書
段

階
に

お
い

て
適

切
に

調
査

、
予

測
及

び
評

価
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

具
体

的
な

事
業

計
画

や
経

路
等

を
含

む
改

変
区

域
、

調
査

、
予

測
及

び
評

価
の

結
果

に
つ

い
て

は
、

周
辺

住
民

に
十

分
な

理
解

が
得

ら
れ

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

こ
れ

ら
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、

改
変

量
を

極
力

低
減

し
、

改
変

区
域

の
範

囲
を

検
討

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

環
境

及
び

自
然

環
境

へ
の

影
響

を
回

避
又

は
低

減
す

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

4
水

環
境

　
事

業
実

施
想

定
区

域
お

よ
び

そ
の

周
辺

に
は

、
複

数
の

河
川

源
流

部
お

よ
び

沢
筋

等
が

存
在

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
本

事
業

の
実

施
に

よ
り

、
工

事
中

の
土

砂
や

濁
水

の
流

出
に

伴
う

水
環

境
へ

の
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
。

　
特

に
、

希
少

種
「
ハ

リ
ヨ

」
が

生
息

す
る

市
内

醒
井

地
内

地
蔵

川
の

河
川

区
域

は
、

「
ふ

る
さ

と
滋

賀
の

野
生

動
植

物
と

の
共

生
に

関
す

る
条

例
第

2
1
 条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
生

息
・
生

育
地

保
護

区
の

指
定

」
を

受
け

て
い

る
当

該
種

の
存

続
上

極
め

て
重

要
な

区
域

で
あ

る
た

め
、

風
力

発
電

設
備

等
の

配
置

等
の

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
河

川
や

沢
筋

等
か

ら
の

距
離

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

工
事

実
施

時
の

土
工

量
を

抑
制

し
、

か
つ

、
仮

設
沈

砂
池

の
設

置
等

に
よ

り
土

砂
や

濁
水

の
流

出
を

最
小

限
に

抑
え

る
こ

と
で

、
水

環
境

へ
の

影
響

を
回

避
ま

た
は

極
力

低
減

す
る

こ
と

。

工
事

の
実

施
に

伴
う

水
環

境
へ

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
仮

設
沈

砂
池

の
設

置
や

、
河

川
や

沢
筋

等
か

ら
の

距
離

に
留

意
す

る
こ

と
等

に
よ

り
、

工
事

に
伴

う
土

砂
や

濁
水

の
流

出
に

よ
る

影
響

を
低

減
で

き
る

よ
う

、
事

業
計

画
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

（
仮

称
）
米

原
風

力
発

電
事

業
計

画
段

階
環

境
配

慮
書

　
米

原
市

長
意

見
に

対
す

る
事

業
者

の
見

解
一

覧

資
料
３
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5
鳥

類
等

　
事

業
実

施
想

定
区

域
お

よ
び

そ
の

周
辺

に
は

、
文

化
財

保
護

法
に

基
づ

く
国

指
定

天
然

記
念

物
で

あ
る

イ
ヌ

ワ
シ

や
、

ク
マ

タ
カ

の
生

息
地

が
存

在
し

て
お

り
、

そ
の

営
巣

地
や

生
活

範
囲

へ
の

直
接

改
変

お
よ

び
風

力
発

電
設

備
の

稼
働

に
よ

る
衝

突
事

故
や

移
動

経
路

の
阻

害
等

に
よ

る
鳥

類
へ

の
重

大
な

影
響

が
懸

念
さ

れ
る

。
ま

た
、

タ
カ

類
や

小
鳥

類
の

重
要

な
渡

り
の

経
路

に
も

な
っ

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

渡
り

種
に

つ
い

て
も

影
響

が
懸

念
さ

れ
る

。
　

そ
し

て
、

特
別

天
然

記
念

物
で

あ
る

ニ
ホ

ン
カ

モ
シ

カ
の

保
護

区
域

で
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
そ

の
影

響
に

つ
い

て
も

懸
念

さ
れ

る
。

　
こ

の
た

め
、

専
門

家
等

か
ら

の
助

言
を

踏
ま

え
た

鳥
類

等
に

関
す

る
適

切
な

調
査

、
予

測
お

よ
び

評
価

を
行

い
、

イ
ヌ

ワ
シ

等
の

希
少

猛
禽

類
の

行
動

圏
（
え

さ
場

等
の

利
用

状
況

等
）
や

ニ
ホ

ン
カ

モ
シ

カ
に

関
す

る
情

報
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

風
力

発
電

設
備

等
の

配
置

等
を

検
討

す
る

こ
と

。

イ
ヌ

ワ
シ

や
ク

マ
タ

カ
等

の
希

少
猛

禽
類

及
び

渡
り

鳥
へ

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
専

門
家

等
の

助
言

を
い

た
だ

き
な

が
ら

、
適

切
な

調
査

、
予

測
及

び
評

価
を

実
施

し
、

適
切

な
環

境
保

全
措

置
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

に
つ

い
て

も
同

様
に

、
専

門
家

等
の

助
言

も
踏

ま
え

て
、

適
切

な
調

査
、

予
測

及
び

評
価

を
実

施
し

て
ま

い
り

ま
す

。

6
景

観

　
事

業
実

施
想

定
区

域
か

ら
最

も
近

い
住

宅
等

は
約

0
.6

km
 の

距
離

に
あ

り
、

近
隣

に
は

複
数

の
住

宅
等

が
存

在
し

て
お

り
、

風
力

発
電

設
備

の
大

き
さ

、
形

、
色

、
配

置
等

に
つ

い
て

は
供

用
時

に
見

る
人

に
対

し
て

圧
迫

感
や

威
圧

感
を

感
じ

さ
せ

る
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
。

　
こ

の
た

め
、

風
力

発
電

設
備

等
の

配
置

等
の

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
フ

ォ
ト

モ
ン

タ
ー

ジ
ュ

を
作

成
し

、
垂

直
見

込
角

、
主

要
な

眺
望

方
向

や
水

平
視

野
も

考
慮

し
た

客
観

的
な

予
測

お
よ

び
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

眺
望

景
観

へ
の

影
響

を
回

避
ま

た
は

極
力

低
減

す
る

こ
と

。

供
用

時
に

お
け

る
景

観
に

つ
い

て
は

、
主

要
な

眺
望

点
か

ら
の

現
地

調
査

（
写

真
撮

影
）
を

実
施

し
、

フ
ォ

ト
モ

ン
タ

ー
ジ

ュ
を

作
成

し
、

主
要

な
眺

望
方

向
や

水
平

視
角

、
垂

直
見

込
角

等
の

観
点

か
ら

の
予

測
を

検
討

い
た

し
ま

す
。

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

、
環

境
保

全
措

置
を

検
討

し
、

眺
望

景
観

へ
の

影
響

を
回

避
又

は
低

減
す

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

7
人

と
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
の

活
動

の
場

　
事

業
実

施
想

定
区

域
周

辺
に

は
、

霊
仙

山
に

つ
な

が
る

登
山

道
が

複
数

存
在

し
て

お
り

、
直

接
改

変
に

よ
る

影
響

の
ほ

か
、

工
事

中
お

よ
び

供
用

時
の

騒
音

、
供

用
時

に
お

け
る

風
車

の
影

、
景

観
変

化
等

に
よ

る
人

と
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
の

活
動

の
場

へ
の

影
響

が
懸

念
さ

れ
る

。
　

こ
の

た
め

、
風

力
発

電
設

備
等

の
配

置
等

の
検

討
に

当
た

っ
て

は
、

主
要

な
人

と
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
の

活
動

の
場

の
状

態
お

よ
び

利
用

の
状

況
に

関
す

る
調

査
お

よ
び

予
測

を
行

い
、

事
業

実
施

に
よ

る
影

響
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

影
響

を
回

避
ま

た
は

極
力

低
減

す
る

こ
と

。
ま

た
、

事
業

計
画

の
具

体
化

な
ら

び
に

調
査

、
予

測
お

よ
び

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
当

該
人

と
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
の

活
動

の
場

の
利

用
者

お
よ

び
地

域
住

民
等

か
ら

の
意

見
を

踏
ま

え
行

う
こ

と
。

人
と

自
然

と
の

ふ
れ

あ
い

の
活

動
の

場
へ

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
そ

の
場

の
状

態
や

利
用

の
状

況
等

に
つ

い
て

調
査

を
行

い
、

本
事

業
に

よ
る

影
響

に
つ

い
て

適
切

に
予

測
、

評
価

い
た

し
ま

す
。

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

、
環

境
保

全
措

置
を

検
討

し
、

影
響

を
回

避
又

は
低

減
す

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
今

後
の

調
査

等
に

お
い

て
は

、
当

該
人

と
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
の

活
動

の
場

の
管

理
者

お
よ

び
地

域
住

民
等

か
ら

の
意

見
を

踏
ま

え
る

よ
う

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。

8
文

化
財

　
事

業
実

施
想

定
区

域
は

「
八

講
師

城
遺

跡
」
の

範
囲

内
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

発
掘

作
業

で
は

市
に

事
前

協
議

を
行

う
と

共
に

遺
跡

区
域

と
そ

の
周

辺
の

幅
広

い
調

査
を

行
う

こ
と

。
ま

た
、

遺
跡

区
域

内
で

の
工

事
に

つ
い

て
は

十
分

調
整

を
行

う
こ

と
。

今
後

、
事

業
計

画
や

改
変

の
範

囲
を

検
討

し
、

米
原

市
と

の
協

議
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
適

切
に

対
応

し
て

ま
い

り
ま

す
。

9
そ

の
他

　
事

業
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

各
種

法
令

等
を

遵
守

し
環

境
保

全
に

配
慮

し
、

必
要

に
応

じ
て

関
係

各
課

と
十

分
に

協
議

を
行

う
こ

と
。

各
種

法
令

等
を

遵
守

し
、

必
要

に
応

じ
て

関
係

各
課

と
協

議
を

実
施

し
な

が
ら

、
環

境
保

全
に

つ
い

て
配

慮
し

て
ま

い
り

ま
す

。

1
0

そ
の

他

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
図

書
の

公
表

に
当

た
っ

て
は

、
広

く
環

境
の

保
全

の
観

点
か

ら
の

意
見

を
求

め
ら

れ
る

よ
う

、
印

刷
可

能
な

状
態

に
す

る
こ

と
や

、
法

に
基

づ
く
縦

覧
期

間
終

了
後

も
継

続
し

て
公

表
し

て
お

く
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
住

民
の

利
便

性
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

　
ま

た
、

今
後

の
手

続
に

当
た

っ
て

は
、

住
民

等
へ

の
積

極
的

な
情

報
提

供
や

説
明

会
の

開
催

等
に

よ
り

、
相

互
理

解
の

促
進

に
努

め
る

こ
と

。

本
事

業
は

環
境

影
響

評
価

法
及

び
電

気
事

業
法

に
基

づ
き

、
環

境
影

響
評

価
の

手
続

き
を

進
め

て
お

り
ま

す
。

図
書

の
縦

覧
に

つ
き

ま
し

て
は

、
環

境
影

響
評

価
法

第
3
条

に
基

づ
き

、
関

係
す

る
関

係
地

方
公

共
団

体
に

お
い

て
図

書
の

縦
覧

を
行

う
と

同
時

に
、

事
業

者
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

の
電

子
縦

覧
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

図
書

の
印

刷
に

つ
き

ま
し

て
は

、
個

人
の

私
的

使
用

（
複

製
、

改
変

、
配

布
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

へ
の

転
載

等
）
を

避
け

る
た

め
、

閲
覧

の
み

の
対

応
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

ま
た

、
縦

覧
期

間
終

了
後

に
つ

き
ま

し
て

は
、

滋
賀

県
県

民
生

活
部

県
民

活
動

生
活

課
県

民
情

報
室

に
お

い
て

、
引

き
続

き
閲

覧
可

能
な

状
態

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

今
後

、
環

境
影

響
評

価
法

に
基

づ
く
説

明
会

を
実

施
す

る
ほ

か
、

必
要

に
応

じ
て

、
適

切
に

情
報

提
供

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。
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1
1

そ
の

他

　
今

回
の

風
力

発
電

設
備

設
置

予
定

場
所

は
、

山
間

部
深

く
に

あ
り

、
万

が
一

の
場

合
、

機
器

故
障

等
に

よ
る

火
災

の
発

生
が

懸
念

さ
れ

る
。

こ
の

た
め

、
風

力
発

電
設

備
等

の
配

置
等

の
検

討
に

当
た

っ
て

は
、

山
火

事
に

備
え

た
対

策
に

つ
い

て
専

門
家

等
か

ら
の

指
導

・
助

言
を

踏
ま

え
行

う
こ

と
。

風
力

発
電

機
の

故
障

等
に

よ
る

火
災

に
つ

き
ま

し
て

は
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

及
び

施
設

の
監

視
を

徹
底

し
て

行
い

、
ト

ラ
ブ

ル
が

な
い

よ
う

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
ま

た
、

専
門

家
等

の
指

導
・
助

言
を

踏
ま

え
、

風
力

発
電

設
備

等
の

配
置

等
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。

- 11 -



- 12 -



番
号

関
係

課
意

見
事

業
者

の
見

解

1

県
民

活
動

生
活

部
県

民
活

動
生

活
課

１
０

，
０

０
０

㎡
以

上
の

土
地

に
お

い
て

、
開

発
事

業
を

行
お

う
と

す
る

場
合

は
、

滋
賀

県
土

地
利

用
に

関
す

る
指

導
要

綱
に

基
づ

く
届

出
が

必
要

と
な

り
ま

す
の

で
、

滋
賀

県
県

民
活

動
生

活
課

と
協

議
を

行
っ

て
く
だ

さ
い

。

滋
賀

県
県

民
活

動
生

活
課

と
の

協
議

を
踏

ま
え

、
滋

賀
県

土
地

利
用

に
関

す
る

指
導

要
綱

に
基

づ
く
届

出
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。

2

県
民

活
動

生
活

課
一

定
面

積
以

上
の

一
団

の
土

地
取

引
を

行
う

場
合

は
、

売
買

等
の

契
約

を
締

結
し

た
日

か
ら

２
週

間
以

内
に

国
土

利
用

計
画

法
第

2
3
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く
届

出
が

必
要

と
な

り
ま

す
の

で
、

米
原

市
を

経
由

し
て

届
出

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

米
原

市
と

の
協

議
を

踏
ま

え
、

国
土

利
用

計
画

法
第

2
3

条
第

1
項

の
規

定
に

基
づ

く
届

出
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

3

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策
課

　
平

成
2
 9

 年
3
 月

に
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

庁
が

策
定

し
た

「
事

業
計

画
策

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
 風

力
発

電
）
」
に

基
づ

き
、

適
切

に
事

業
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
　

な
お

、
本

事
業

に
つ

い
て

要
件

協
議

は
不

要
な

旨
、

申
し

添
え

ま
す

。

「
事

業
計

画
策

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
風

力
発

電
）
に

基
づ

き
、

適
切

に
事

業
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

4

琵
琶

湖
環

境
部

自
然

環
境

保
全

課
　

当
該

行
為

は
滋

賀
県

自
然

環
境

保
全

条
例

第
2
3
条

の
規

定
に

基
づ

く
自

然
環

境
保

全
協

定
の

締
結

が
必

要
と

な
る

た
め

、
当

課
と

の
協

議
が

必
要

で
す

。
　

協
定

締
結

に
あ

た
っ

て
は

、
事

前
に

当
該

開
発

予
定

地
域

に
お

け
る

自
然

環
境

調
査

（
四

季
：
１

年
間

）
を

行
う

必
要

が
あ

り
ま

す
。

自
然

環
境

保
全

課
と

の
協

議
を

踏
ま

え
、

滋
賀

県
自

然
環

境
保

全
条

例
第

2
3
条

の
規

定
に

基
づ

く
自

然
環

境
保

全
協

定
を

締
結

し
て

ま
い

り
ま

す
。

5

自
然

環
境

保
全

課
　

今
回

の
事

業
実

施
想

定
区

域
は

、
全

域
が

「
滋

賀
県

イ
ヌ

ワ
シ

・
ク

マ
タ

カ
保

護
指

針
」
に

よ
る

「
イ

ヌ
ワ

シ
・
ク

マ
タ

カ
の

保
護

お
よ

び
生

息
環

境
保

全
ゾ

ー
ン

」
に

含
ま

れ
て

い
ま

す
。

　
日

本
イ

ヌ
ワ

シ
研

究
会

が
平

成
2
9
年

1
2
月

1
9
日

に
滋

賀
県

知
事

宛
に

提
出

し
た

「
滋

賀
県

米
原

市
お

よ
び

岐
阜

県
不

破
郡

関
ヶ

原
町

で
計

画
中

の
（
仮

称
）
米

原
風

力
発

電
事

業
の

中
止

を
求

め
る

意
見

書
」
に

よ
る

と
、

イ
ヌ

ワ
シ

に
つ

い
て

、
事

業
実

施
想

定
区

域
1
0
km

の
範

囲
内

に
２

つ
が

い
の

巣
が

存
在

し
て

い
る

こ
と

、
西

日
本

の
生

息
状

況
が

特
に

危
機

的
で

あ
る

こ
と

、
衝

突
死

に
よ

っ
て

イ
ヌ

ワ
シ

の
個

体
を

失
う

危
険

性
の

あ
る

本
事

業
の

実
施

は
、

西
日

本
全

体
の

イ
ヌ

ワ
シ

の
地

域
絶

滅
を

加
速

さ
せ

る
こ

と
に

つ
な

が
る

こ
と

、
ク

マ
タ

カ
に

つ
い

て
は

、
事

業
実

施
想

定
区

域
２

km
の

範
囲

内
に

４
つ

が
い

程
度

が
生

息
し

て
い

る
と

推
測

さ
れ

、
う

ち
１

つ
が

い
の

巣
は

5
0
0
m

以
内

に
存

在
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

、
事

業
実

施
想

定
区

域
の

全
域

に
お

い
て

、
ク

マ
タ

カ
の

低
空

飛
行

や
止

ま
り

行
動

を
た

び
た

び
観

察
し

て
お

り
、

事
業

実
施

想
定

区
域

が
ク

マ
タ

カ
複

数
つ

が
い

の
重

要
な

ハ
ン

テ
ィ

ン
グ

エ
リ

ア
で

あ
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
上

記
も

踏
ま

え
る

と
、

事
業

の
実

施
に

よ
っ

て
イ

ヌ
ワ

シ
・
ク

マ
タ

カ
の

生
息

に
重

大
な

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

非
常

に
高

く
、

こ
れ

を
風

力
発

電
機

の
配

置
や

基
数

、
改

変
区

域
の

見
直

し
等

に
よ

り
回

避
・
低

減
さ

せ
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
事

業
の

取
り

や
め

（
ゼ

ロ
・
オ

プ
シ

ョ
ン

）
も

含
む

事
業

計
画

の
抜

本
的

な
見

直
し

を
検

討
す

る
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

　
な

お
、

現
地

調
査

等
を

行
う

場
合

に
は

、
既

存
の

調
査

結
果

や
「
猛

禽
類

保
護

の
進

め
方

（
改

訂
版

）
」
（
平

成
2
4
年

1
2
月

環
境

省
自

然
環

境
局

野
生

生
物

課
）
、

「
滋

賀
県

イ
ヌ

ワ
シ

・
ク

マ
タ

カ
保

護
指

針
」
（
平

成
1
4
年

7
月

滋
賀

県
琵

琶
湖

環
境

部
自

然
環

境
保

全
課

）
、

鳥
類

の
生

態
や

地
元

の
状

況
に

精
通

し
た

専
門

家
の

意
見

等
を

踏
ま

え
て

行
う

こ
と

と
し

、
調

査
結

果
に

つ
い

て
も

鳥
類

の
生

態
に

精
通

し
た

専
門

家
か

ら
の

意
見

聴
取

を
し

て
い

た
だ

く
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

今
後

の
方

法
書

以
降

の
手

続
き

に
お

き
ま

し
て

は
、

「
滋

賀
県

イ
ヌ

ワ
シ

・
ク

マ
タ

カ
保

護
指

針
」
や

日
本

イ
ヌ

ワ
シ

研
究

会
か

ら
の

意
見

書
の

内
容

に
も

留
意

し
、

専
門

家
等

の
助

言
を

い
た

だ
き

な
が

ら
、

適
切

に
現

地
調

査
を

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

そ
の

結
果

に
応

じ
て

、
環

境
影

響
の

回
避

又
は

低
減

の
観

点
か

ら
、

事
業

計
画

の
見

直
し

を
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。

所
属

（
仮

称
）
米

原
風

力
発

電
事

業
計

画
段

階
環

境
配

慮
書

　
滋

賀
県

関
係

課
意

見
に

対
す

る
事

業
者

の
見

解
一

覧

資
料
４
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番
号

関
係

課
意

見
事

業
者

の
見

解
所

属

6

自
然

環
境

保
全

課
　

サ
シ

バ
や

ハ
チ

ク
マ

、
ノ

ス
リ

等
、

渡
り

を
す

る
猛

禽
類

の
多

く
の

個
体

が
通

過
す

る
主

要
な

渡
り

の
経

路
の

一
つ

と
し

て
、

「
中

部
の

山
岳

地
域

を
越

え
て

岐
阜

県
か

ら
琵

琶
湖

南
岸

を
通

過
し

、
京

都
府

～
大

阪
府

北
部

～
神

戸
市

～
淡

路
島

を
経

て
徳

島
県

へ
続

く
経

路
」
が

指
摘

さ
れ

て
い

ま
す

（
「
平

成
2
1
年

度
渡

り
集

結
地

衝
突

影
響

分
析

業
務

報
告

書
」
（
平

成
2
2
年

3
月

環
境

省
自

然
環

境
局

）
な

ど
）
。

事
業

実
施

想
定

区
域

は
こ

の
渡

り
の

経
路

に
位

置
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

り
、

風
力

発
電

設
備

の
設

置
が

渡
り

の
障

害
に

な
る

お
そ

れ
が

想
定

さ
れ

ま
す

。
　

つ
き

ま
し

て
は

、
サ

シ
バ

、
ハ

チ
ク

マ
、

ノ
ス

リ
な

ど
の

猛
禽

類
が

春
期

と
秋

期
に

渡
り

を
す

る
際

に
、

渡
り

個
体

全
体

の
な

か
で

ど
の

程
度

の
数

の
個

体
が

事
業

実
施

想
定

区
域

の
周

辺
を

通
過

し
て

い
る

か
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
個

体
の

飛
翔

の
経

路
や

高
度

に
つ

い
て

詳
細

な
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

が
、

猛
禽

類
の

渡
り

個
体

が
風

力
発

電
設

備
と

の
衝

突
の

リ
ス

ク
を

客
観

的
に

高
い

信
頼

度
で

推
定

す
る

た
め

に
は

必
要

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

猛
禽

類
の

渡
り

の
観

測
を

し
て

い
る

近
隣

県
各

地
の

関
係

者
か

ら
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
や

、
複

数
年

に
わ

た
る

渡
り

の
時

期
に

詳
細

な
現

地
調

査
が

必
要

で
あ

る
も

の
と

想
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

適
切

な
調

査
手

法
に

つ
き

ま
し

て
も

、
鳥

類
の

生
態

や
調

査
方

法
に

精
通

し
た

専
門

家
か

ら
の

指
導

・
助

言
の

も
と

、
検

討
を

し
て

い
た

だ
く
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

サ
シ

バ
、

ハ
チ

ク
マ

、
ノ

ス
リ

等
の

猛
禽

類
の

渡
り

の
調

査
に

つ
き

ま
し

て
は

、
左

記
の

既
存

資
料

等
に

留
意

し
、

専
門

家
等

の
助

言
を

い
た

だ
き

な
が

ら
、

適
切

な
調

査
手

法
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

7

森
林

政
策

課
森

林
保

全
課

　
事

業
実

施
想

定
区

域
に

つ
い

て
は

森
林

法
で

規
定

す
る

保
安

林
等

の
地

域
森

林
計

画
対

象
森

林
が

含
ま

れ
ま

す
の

で
、

伐
採

や
土

地
の

形
質

を
変

更
す

る
行

為
を

行
う

場
合

は
、

次
の

①
か

ら
④

の
事

項
に

留
意

し
て

く
だ

さ
い

。

①
保

安
林

は
、

制
度

の
趣

旨
か

ら
し

て
森

林
以

外
の

用
途

へ
の

転
用

を
抑

制
す

べ
き

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

転
用

し
な

い
よ

う
配

慮
し

て
く
だ

さ
い

。

②
保

安
林

内
で

伐
採

お
よ

び
土

地
の

形
質

を
変

更
す

る
行

為
を

行
う

場
合

は
、

森
林

法
に

基
づ

く
許

可
申

請
も

し
く
は

保
安

林
の

指
定

の
解

除
が

必
要

と
な

り
ま

す
の

で
、

湖
北

森
林

整
備

事
務

所
と

協
議

し
て

く
だ

さ
い

。
保

安
林

以
外

で
伐

採
お

よ
び

土
地

の
形

質
を

変
更

す
る

行
為

を
行

う
場

合
は

、
1
h
a以

下
な

ら
ば

森
林

法
に

基
づ

く
届

出
が

必
要

と
な

り
ま

す
の

で
、

米
原

市
と

協
議

し
て

く
だ

さ
い

。
1
h
aを

超
え

る
場

合
は

、
森

林
法

に
基

づ
く
林

地
開

発
許

可
が

必
要

に
な

り
ま

す
の

で
、

湖
北

森
林

整
備

事
務

所
と

協
議

し
て

く
だ

さ
い

。

③
治

山
事

業
・
造

林
補

助
金

等
の

交
付

の
有

無
に

つ
い

て
、

湖
北

森
林

整
備

事
務

所
と

協
議

し
て

く
だ

さ
い

。

④
米

原
市

森
林

整
備

計
画

と
の

整
合

に
つ

い
て

、
米

原
市

と
協

議
し

て
く
だ

さ
い

。

①
森

林
以

外
へ

の
用

途
へ

の
転

用
が

な
い

よ
う

配
慮

い
た

し
ま

す
。

②
保

安
林

内
で

伐
採

お
よ

び
土

地
の

形
質

を
変

更
す

る
場

合
に

は
、

湖
北

森
林

整
備

事
務

所
と

の
協

議
を

踏
ま

え
、

森
林

法
に

基
づ

く
許

可
申

請
も

し
く
は

保
安

林
の

指
定

の
解

除
等

の
手

続
き

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
保

安
林

以
外

で
伐

採
お

よ
び

土
地

の
形

質
を

変
更

す
る

場
合

に
つ

い
て

も
、

米
原

市
も

し
く
は

湖
北

森
林

整
備

事
務

所
と

の
協

議
を

踏
ま

え
、

必
要

な
手

続
き

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

③
湖

北
森

林
整

備
事

務
所

と
の

協
議

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

④
米

原
市

と
の

協
議

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

8

湖
北

環
境

事
務

所
　

風
車

の
設

置
お

よ
び

作
業

道
の

開
設

に
係

る
土

地
の

形
質

変
更

が
3
,0

0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

土
壌

汚
染

対
策

法
第

4
条

に
基

づ
く
一

定
規

模
以

上
の

土
地

の
形

質
変

更
届

出
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

本
事

業
に

係
る

土
地

の
形

質
変

更
が

3
,0

0
0
㎡

以
上

と
な

る
場

合
に

は
、

土
壌

汚
染

対
策

法
第

4
条

に
基

づ
く

一
定

規
模

以
上

の
土

地
の

形
質

変
更

届
出

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

9
商

工
観

光
労

働
部

モ
ノ

づ
く
り

振
興

課
　

鉱
業

権
の

設
定

・
登

録
及

び
鉱

業
の

実
施

等
に

影
響

が
出

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

上
記

業
務

を
所

管
す

る
近

畿
経

済
産

業
局

資
源

燃
料

課
へ

事
前

に
協

議
し

て
く
だ

い
。

近
畿

経
済

産
業

局
資

源
燃

料
課

と
協

議
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
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番
号

関
係

課
意

見
事

業
者

の
見

解
所

属

1
0

農
政

水
産

部
農

政
課

　
実

施
区

域
に

農
地

が
あ

る
場

合
は

、
農

地
法

に
定

め
る

手
続

に
つ

い
て

、
米

原
市

農
業

委
員

会
の

指
示

に
従

っ
て

く
だ

さ
い

。
　

（
農

地
の

転
用

が
あ

る
場

合
、

農
地

法
第

４
条

ま
た

は
第

５
条

の
許

可
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

）

農
地

転
用

の
有

無
に

つ
い

て
精

査
し

、
米

原
市

農
業

委
員

会
と

協
議

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

1
1

土
木

交
通

部
都

市
計

画
課

　
事

業
実

施
想

定
区

域
は

、
特

定
用

途
制

限
地

域
に

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
建

築
物

等
の

制
限

の
内

容
に

つ
い

て
は

、
米

原
市

都
市

計
画

課
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

屋
外

広
告

物
設

置
の

許
可

、
景

観
法

に
基

づ
く
届

出
が

必
要

と
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

、
あ

わ
せ

て
米

原
市

都
市

計
画

課
と

協
議

し
て

く
だ

さ
い

。

建
築

物
等

の
制

限
の

内
容

等
に

つ
い

て
、

米
原

市
都

市
計

画
課

と
協

議
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。

1
2

住
宅

課
　

都
市

計
画

法
に

伴
う

開
発

許
可

制
度

の
許

可
が

必
要

と
な

る
場

合
は

許
可

権
者

で
あ

る
米

原
市

へ
相

談
願

い
ま

す
。

都
市

計
画

法
に

伴
う

開
発

許
可

制
度

の
許

可
が

必
要

と
な

る
場

合
に

は
、

米
原

市
と

協
議

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

1
3

道
路

課
　

事
業

実
施

想
定

区
域

内
に

県
管

理
道

路
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
工

事
用

道
路

の
設

置
等

、
事

業
の

実
施

に
あ

た
り

周
辺

の
県

管
理

道
路

に
つ

い
て

道
路

管
理

者
以

外
の

者
の

行
う

工
事

お
よ

び
道

路
占

用
許

可
や

届
出

が
必

要
と

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

ご
留

意
く
だ

さ
い

。

道
路

占
用

許
可

及
び

届
出

等
が

必
要

な
場

合
に

は
、

適
切

に
対

応
し

て
ま

い
り

ま
す

。

1
4

砂
防

課
　

開
発

事
業

の
掘

削
等

に
伴

い
土

石
等

が
発

生
す

る
場

合
、

そ
の

土
石

等
の

処
理

方
法

（
販

売
お

よ
び

外
部

に
搬

出
し

て
他

の
目

的
で

利
用

す
る

等
）
に

よ
っ

て
は

、
採

石
法

ま
た

は
砂

利
採

取
法

に
基

づ
く
採

取
計

画
の

認
可

等
が

必
要

と
な

る
た

め
、

留
意

し
て

く
だ

さ
い

。

採
石

法
ま

た
は

砂
利

採
取

法
に

基
づ

く
採

取
計

画
の

認
可

等
が

必
要

と
な

る
場

合
に

は
、

関
係

部
署

へ
確

認
を

と
り

、
適

切
に

対
応

し
て

ま
い

り
ま

す
。

1
5

流
域

政
策

局
　

都
市

計
画

法
第

3
2
条

の
規

定
に

基
づ

く
協

議
（
同

意
）
が

必
要

と
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

、
開

発
地

の
雨

水
流

出
に

対
し

て
、

放
流

先
河

川
・
水

路
等

、
下

流
へ

の
影

響
が

な
い

よ
う

「
開

発
に

伴
う

雨
水

排
水

計
画

基
準

（
案

）
平

成
1
4
年

4
月

（
滋

賀
県

土
木

交
通

部
河

港
課

）
」

に
基

づ
き

雨
水

排
水

計
画

を
策

定
し

、
当

局
広

域
河

川
政

策
室

と
協

議
し

て
く
だ

さ
い

。

広
域

河
川

政
策

室
へ

確
認

を
と

り
、

必
要

に
応

じ
て

「
開

発
に

伴
う

雨
水

排
水

計
画

基
準

（
案

）
平

成
1
4
年

4
月

（
滋

賀
県

土
木

交
通

部
河

港
課

）
」
に

基
づ

く
雨

水
排

水
計

画
を

策
定

の
上

、
都

市
計

画
法

第
3
2
条

の
規

定
に

基
づ

く
協

議
（
同

意
）
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。

1
6

流
域

政
策

局
　

滋
賀

県
が

公
表

し
て

い
る

「
地

先
の

安
全

度
マ

ッ
プ

」
で

浸
水

リ
ス

ク
を

把
握

の
う

え
、

浸
水

被
害

に
十

分
留

意
し

た
事

業
計

画
と

し
て

く
だ

さ
い

。
左

記
の

資
料

を
踏

ま
え

、
浸

水
被

害
に

十
分

留
意

し
た

事
業

計
画

を
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。

1
7

教
育

委
員

会
文

化
財

保
護

課
　

事
業

予
定

地
に

は
、

周
知

の
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
（
八

講
師

城
遺

跡
）
が

所
在

し
て

お
り

ま
す

。
つ

き
ま

し
て

は
埋

蔵
文

化
財

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
、

事
前

に
米

原
市

教
育

委
員

会
歴

史
・
文

化
財

保
護

課
と

協
議

し
て

く
だ

さ
い

。

米
原

市
教

育
委

員
会

に
つ

き
ま

し
て

は
、

事
前

に
事

業
説

明
を

行
っ

て
お

り
、

今
後

の
事

業
計

画
及

び
改

変
範

囲
の

検
討

を
行

う
中

で
、

必
要

に
応

じ
て

協
議

を
し

て
ま

い
り

ま
す

。

1
8

警
察

本
部

交
通

規
制

課
　

工
事

用
車

両
等

の
走

行
に

関
し

、
道

路
の

改
築

を
含

め
周

辺
地

域
に

お
け

る
交

通
安

全
の

確
保

や
大

気
汚

染
、

騒
音

等
の

交
通

障
害

を
防

止
す

る
た

め
の

環
境

保
全

措
置

に
つ

い
て

も
配

意
し

て
く
だ

さ
い

。

工
事

用
車

両
等

の
走

行
に

つ
き

ま
し

て
は

、
交

通
安

全
の

確
保

に
留

意
す

る
と

と
も

に
、

大
気

汚
染

や
騒

音
等

に
よ

る
影

響
の

回
避

ま
た

は
低

減
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
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（仮称）米原風力発電事業計画段階環境配慮書に対する
滋賀県環境影響評価審査会意見（案）

番号 分類 意見（案）

県
審
査
会

関
係
市
町
長

県
関
係
課

1 全般
　平成29年3月に資源エネルギー庁が策定した「事業計画策定ガイドライ
ン（風力発電）」に基づき、適切に事業を実施すること。

3

2 全般

　事業実施に当たっては、各種法令等を遵守し環境保全に配慮し、必要に
応じて関係各課と十分に協議を行うこと。
　また、今後の手続に当たっては、住民等への積極的な情報提供や説明
会の開催等により、相互理解の促進に努めること。

9
10

1
2
4

7
|

15

3 全般

　事業実施想定区域の近隣で、別の風力発電事業の環境影響評価が実
施されている。この別事業で実施された調査結果等があれば、参考に入
手するよう努めること。
　他の既存資料についても、可能な限り新しい情報を入手するよう努める
こと。

25
32

4 全般

　事業実施想定区域は、全域が「イヌワシ・クマタカの保護および生息環境
保全ゾーン」に含まれており、国内希少野生動植物種に指定されているイ
ヌワシやクマタカの生息も確認されていることから、事業の実施により鳥類
への重大な影響が懸念される。
　また、事業実施想定区域は、サシバやハチクマ、ノスリ等、渡りをする猛
禽類の多くの個体が通過する主要な経路に位置している可能性があり、
渡り個体の飛翔経路や高度によっては、これら猛禽類の渡りに対しても深
刻な影響を与えることが懸念される。
　9 により、猛禽類をはじめとする鳥類についてあらゆる環境保全措置を
講じてもなお、重大な影響を回避または十分に低減できない場合には、事
業計画の抜本的な見直しを行うこと。

23
24
28
29
30
37

5 5
6

5 全般

　事業実施想定区域およびその周辺には、保安林や砂防指定地および急
傾斜地崩壊危険区域が存在しており、土地の改変に慎重を要する地域で
ある。また、下流には絶滅危惧種も生息しており、生態系への影響が懸念
される。
　したがって、土砂や濁水の流出等による動植物の生息・生育等の自然環
境への影響について適切に調査、予測および評価を行い、土地の改変量
を最小限に抑えること等により、生活環境、自然環境への影響を回避また
は極力低減すること。
　また、保安林は、制度の趣旨を踏まえ、森林以外の用途へ転用しないよ
う配慮すること。

4
|
8

3
4

7

6 水質
　河川や沢筋等からの距離の確保に努めるとともに、工事実施時の土工
量を抑制し、かつ、仮設沈砂池の設置等により土砂や濁水の流出を最小
限に抑えることで、水環境への影響を回避または極力低減すること。

9 4

7
騒音／
風車の影

　住居等への影響について適切に調査、予測および評価を行うこと。ま
た、その結果を踏まえ、風力発電設備を住居等から離すこと等により、生
活環境への影響を回避または極力低減すること。

34
|

36

1
2

備考

資料５
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番号 分類 意見（案）

県
審
査
会

関
係
市
町
長

県
関
係
課

備考

8 動物
　バードストライク、バットストライクの事例や、ニホンカモシカの生息状況
を調査し、その結果を踏まえ、風車の配置等を検討すること。

22
38

5

9
動物
（鳥類）

　事業実施想定区域の周辺には、複数のクマタカのペアが確実に生息し
ており、広大な行動圏を持つイヌワシも10ｋｍ圏内にペアの生息が確認さ
れている。これら希少性の高い猛禽類への影響を評価するにあたっては、
繁殖期とその前後を含む長期間にわたる緻密な行動・生態調査を実施す
ること。また、事業実施に伴う樹木の伐採による環境改変が、これら鳥類
の行動様式を変化させる可能性も考慮した予測、評価をすること。
　渡りをする猛禽類についても、天候による影響を大きく受けることを考慮
し、大規模な移動行動を適切に把握したうえで、その影響を評価すること。
　さらに、本事業の実施による猛禽類をはじめとする鳥類に対する影響と、
環境保全措置を想定した場合の影響の低減については、客観的かつ可能
な限り定量的に評価すること。また、その結果を踏まえた環境保全措置を
講じることにより、鳥類への影響を回避または極力低減すること。
　なお、現地調査等を行う場合には、猛禽類に関する既存の調査結果や
既存資料、鳥類の生態や地元の状況に精通した専門家の意見等を踏まえ
て、適切な調査手法を十分検討すること。また、調査結果とその評価につ
いても専門家から意見聴取を行うこと。

21
22
26
27
31

5 5
6

10 景観

　景観重要区域だけでなく、一般区域も含めた広範の区域からどう見える
のかを評価すること。景観には、風車の細かな設置位置や基数などが影
響するため、フォトモンタージュを作成し、客観的な予測および評価を行う
こと。
　また、暮らしの景観、登山ルートからの見え方も考慮すること。林道等を
新設する場合は、その影響についても評価すること。

10
|

17

6
7

11 廃棄物 　工事で発生する伐採草木、建設残土等について、適切に処理すること。
18
|

20

12 文化財
　事業実施想定区域に存在する埋蔵文化財（八講師城遺跡）における土
地の改変は、可能な限り回避すること。

39 8 17

13 伝承文化
　保護すべき重要な文化が存在しないか、住民にとって大切な場所になっ
ていないかを調査すること。

41
42
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（仮称）米原風力発電事業計画段階環境配慮書に対する 

滋賀県環境影響評価審査会の意見（案） 

 

 本事業に係る計画段階環境配慮書に対する環境の保全の見地からの意見につい

ては、次のとおりである。 

 

 （全般） 

１ 平成 29年 3月に資源エネルギー庁が策定した「事業計画策定ガイドライン（風

力発電）」に基づき、適切に事業を実施すること。 

２ 事業実施に当たっては、各種法令等を遵守し環境保全に配慮し、必要に応じ

て関係各課と十分に協議を行うこと。 

  また、今後の手続に当たっては、住民等への積極的な情報提供や説明会の開

催等により、相互理解の促進に努めること。 

３ 事業実施想定区域の近隣で、別の風力発電事業の環境影響評価が実施されて

いる。この別事業で実施された調査結果等があれば、参考に入手するよう努め

ること。 

  他の既存資料についても、可能な限り新しい情報を入手するよう努めること。 

４ 事業実施想定区域は、全域が「イヌワシ・クマタカの保護および生息環境保

全ゾーン」に含まれており、国内希少野生動植物種に指定されているイヌワシ

やクマタカの生息も確認されていることから、事業の実施により鳥類への重大

な影響が懸念される。 

  また、事業実施想定区域は、サシバやハチクマ、ノスリ等、渡りをする猛禽

類の多くの個体が通過する主要な経路に位置している可能性があり、渡り個体

の飛翔経路や高度によっては、これら猛禽類の渡りに対しても深刻な影響を与

えることが懸念される。 

  ９により、猛禽類をはじめとする鳥類についてあらゆる環境保全措置を講じ

てもなお、重大な影響を回避または十分に低減できない場合には、事業計画の

抜本的な見直しを行うこと。 

５ 事業実施想定区域およびその周辺には、保安林や砂防指定地および急傾斜地

崩壊危険区域が存在しており、土地の改変に慎重を要する地域である。また、

下流には絶滅危惧種も生息しており、生態系への影響が懸念される。 

  したがって、土砂や濁水の流出等による動植物の生息・生育等の自然環境へ

の影響について適切に調査、予測および評価を行い、土地の改変量を最小限に

抑えること等により、生活環境、自然環境への影響を回避または極力低減する

こと。 

  また、保安林は、制度の趣旨を踏まえ、森林以外の用途へ転用しないよう配

慮すること。 
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 （水質） 

６ 河川や沢筋等からの距離の確保に努めるとともに、工事実施時の土工量を抑

制し、かつ、仮設沈砂池の設置等により土砂や濁水の流出を最小限に抑えるこ

とで、水環境への影響を回避または極力低減すること。 

 

 （騒音／風車の影） 

７ 住居等への影響について適切に調査、予測および評価を行うこと。また、そ

の結果を踏まえ、風力発電設備を住居等から離すこと等により、生活環境への

影響を回避または極力低減すること。 

 

 （動物） 

８ バードストライク、バットストライクの事例や、ニホンカモシカの生息状況

を調査し、その結果を踏まえ、風車の配置等を検討すること。 

９ 事業実施想定区域の周辺には、複数のクマタカのペアが確実に生息しており、

広大な行動圏を持つイヌワシも 10ｋｍ圏内にペアの生息が確認されている。こ

れら希少性の高い猛禽類への影響を評価するにあたっては、繁殖期とその前後

を含む長期間にわたる緻密な行動・生態調査を実施すること。また、事業実施

に伴う樹木の伐採による環境改変が、これら鳥類の行動様式を変化させる可能

性も考慮した予測、評価をすること。 

  渡りをする猛禽類についても、天候による影響を大きく受けることを考慮し、

大規模な移動行動を適切に把握したうえで、その影響を評価すること。 

 さらに、本事業の実施による猛禽類をはじめとする鳥類に対する影響と、環境

保全措置を想定した場合の影響の低減については、客観的かつ可能な限り定量

的に評価すること。また、その結果を踏まえた環境保全措置を講じることによ

り、鳥類への影響を回避または極力低減すること。 

  なお、現地調査等を行う場合には、猛禽類に関する既存の調査結果や既存資

料、鳥類の生態や地元の状況に精通した専門家の意見等を踏まえて、適切な調

査手法を十分検討すること。また、調査結果とその評価についても専門家から

意見聴取を行うこと。 

 

 （景観） 

10 景観重要区域だけでなく、一般区域も含めた広範の区域からどう見えるのか

を評価すること。景観には、風車の細かな設置位置や基数などが影響するため、

フォトモンタージュを作成し、客観的な予測および評価を行うこと。 

  また、暮らしの景観、登山ルートからの見え方も考慮すること。林道等を新

設する場合は、その影響についても評価すること。 
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 （廃棄物） 

11 工事で発生する伐採草木、建設残土等について、適切に処理すること。 

 

 （文化財） 

12 事業実施想定区域に存在する埋蔵文化財（八講師城遺跡）における土地の改

変は、可能な限り回避すること。 

 

 （伝承文化） 

13 保護すべき重要な文化が存在しないか、住民にとって大切な場所になってい

ないかを調査すること。 
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